
毎
年
６
月
23
日
～
29
日
は　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間

　　

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

市
は
、
第
２
次
庄
原
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
の
中
で
、「“
男
女
共
同
参
画

が
形
成
さ
れ
た
社
会
”
～
わ
た
し
ら
し

く
輝
く
あ
し
た
の
た
め
に
、
お
互
い
に

尊
重
し
あ
う
共
同
参
画
の
ま
ち
～
」
を

実
現
す
べ
き
姿
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
「
と
も
に
活
躍
で
き
る
（
環
境
づ
く

り
）」「
お
互
い
を
認
め
合
う
（
人
づ
く

り
）」「
と
も
に
支
え
合
う
（
安
心
づ
く

り
）」
を
基
本
目
標
に
、

各
種
啓
発
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

慣
習
や
社
会
制
度
な

ど
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
を

改
め
、
男
女
が
お
互
い

を
思
い
や
り
、
尊
重
し

な
が
ら
、
平
等
に
参
画

で
き
る
社
会
の
実
現
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
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男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

内
閣
府
は
、
本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
高
校
生
～
20
歳
の
人
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
２
７
８
５
点
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、〝
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
。〟
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
テ
ー
マ

に
、
７
月
２
日
㈮
か
ら
市
内
７
会
場
で
巡
回

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
パ
ネ
ル
展
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
延
期
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、食
材
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

振
興
や
、市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
よ
る
交
流
促
進
な
ど
に
よ
り
、市
全
体
が

活
性
化
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
魅
力
に
つ
い
て
、リ
レ
ー
コ
ラ

ム
形
式
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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東
城
き
ん
さ
い
市い

ち

　
「
東
城
き
ん
さ
い
市
」
は
、
平
成
７
年

か
ら
テ
ン
ト
１
張
り
の
青
空
市
と
し
て
始

ま
り
、
平
成
11
年
か
ら
は
現
在
の
施
設
で

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
商
品
一
つ
一
つ
に
生
産
者
を

明
記
し
、
店
内
に
は
写
真
を
掲
示
、
店
外

商
品
に
は
写
真
付
き
の
シ
ー
ル
を
貼
る
な

ど
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

東
城
き
ん
さ
い
市
で
は
、
地
理
的
表
示

保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
に
登
録
さ
れ
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
和
牛
肉
「
比
婆
牛
」
や
、
東
城

町
の
生
産
者
が
育
て
た
野
菜
・
米
な
ど
の

農
産
物
、
加
工
品
、
工

芸
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

農
産
物
は
、
よ
り
安

心
・
安
全
な
商
品
づ
く

り
の
た
め
に
、
農
薬
使

用
方
法
の
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
大
判

焼
き
」
や
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
は
、
コ

ク
が
あ
る
の
に
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い

で
、
一
度
は
食
べ
て
も
ら
い
た
い
逸
品
で

す
。

　

東
城
町
に
は
、
季
節
の
移
ろ
い
と
と
も

に
姿
を
変
え
る
花
々
や
、
帝
釈
峡
の
「
雄

橋
」「
白
雲
洞
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
名
所
が
あ
り
ま
す
。

　

東
城
町
に
お
越
し
の
際
に
は
、ぜ
ひ「
東

城
き
ん
さ
い
市
」
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

広報しょうばら／ 2021.6　16


